
諏訪根自子

【
☆
神
戸
の
催
し
物
ご
案
画
４
月

★
第
７
回
神
戸
波
の
会
推
せ
ん
音
楽
会

”
日
（
金
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

七
○
○
円

☆
野
口
五
郎

配
日
（
土
）
①
２
時
②
６
時
神
戸

国
際
会
館
Ａ
・
三
○
○
○
円

★
第
４
回
ビ
ッ
グ
・
ジ
ャ
ズ

配
日
（
土
）
６
時
姫
路
市
民
会
館

出
淡
串
本
マ
リ
、
タ
イ
ム
・
フ
ァ
イ

ブ
、
ア
ロ
ー
ジ
ャ
ズ
ほ
か

★
町
田
義
人

５
月
２
日
（
水
）
６
時
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一

七
○
○
円

八
演
劇
Ｖ

★
子
午
線
の
祁
り

加
日
（
火
）
６
時
半
明
石
市
民
会
館

Ｓ
・
四
○
○
○
円
Ａ
・
三
○
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円

，
木
下
順
二
演
出
／
宇
野
重
責

木
下
順
二
音
楽
／
武
満
徹

出
夢
滝
沢
修
、
山
本
安
英
、
宇
野
重

吉
、
野
村
万
作
、
観
世
巽
ほ
か

★
劇
団
神
戸
「
火
の
烏
」

哩
日
（
木
）
６
時
追
分
県
民
小
劇
場

八
○
○
円

☆
マ
ー
ル
イ
・
立
動
舎
協
力
公
演

「
オ
ッ
ペ
ケ
ペ
」

Ⅳ
日
（
火
）
ｌ
虹
日
（
土
）
６
時
妬
分

配
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
神
戸
労
演
／
一
九
○
○
円

出
夢
林
昭
夫
、
渡
辺
美
佐
子
、
萩
尾

み
ど
り
他

八
そ
の
他
Ｖ

☆
桂
米
朝
独
演
会

八
音
楽
Ｖ

☆
沢
田
研
二

４
日
（
水
）
①
２
時
半
②
６
時
半

神
戸
国
際
会
館
Ａ
・
四
○
○
○
円

Ｂ
・
三
五
○
○
円
ｃ
・
二
五
○
○
円

☆
ア
ン
ス
ガ
ー
・
ヤ
ン
ケ
／
片
山
晴
美

５
日
（
木
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
二
○
○
○
円

★
オ
ス
バ
ル
ド
・
プ
グ
リ
エ
ー
セ
楽
団

６
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
会
員
・
二
二
○
○
円
一
般
・

二
五
○
○
円

☆
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト

指
揮
／
朝
比
奈
千
足

６
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
前
売
・
一
五
○
○
円
当
日
・
一

八
○
○
円

☆
舟
木
一
夫

７
日
（
土
）
①
２
時
半
②
６
時

神
戸
国
際
会
館
Ｓ
・
三
○
○
○
円

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

★
里
井
宏
次
・
歌
と
ピ
ア
ノ
演
奏
会

７
日
（
土
）
６
時
半
県
民
小
側
場

一
二
○
○
円

☆
グ
ラ
シ
ェ
ラ
・
ス
サ
ー
ナ

８
日
（
日
）
４
時
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

☆
キ
ー
ス
・
ジ
ャ
レ
ッ
ト

９
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
八
○
○
円
Ａ
・
三
○
○
○
円

Ｂ
・
二
五
○
○
円

★
中
島
み
ゆ
き

、
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
二
三
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
門

☆
ア
ン
・
ル
イ
ス

皿
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
二
五
○
○
円

☆
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

ブ
ラ
ー
ム
ス
交
響
曲
公
開
録
音
会

指
揮
／
朝
比
奈
隆

皿
日
（
金
）
型
日
（
上
）
灯
日
（
火
）

５
日
（
木
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
前
売
・
一
三
○
○
円
当
日
・
一

五
○
○
円

☆
市
民
映
画
劇
場

「
い
の
ち
ほ
う
に
ふ
ろ
う
」

氾
日
（
水
）
Ｉ
即
日
（
金
）
６
時
半

型
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
四
九
九
円

☆

戸

朝比奈千足

晦
日
（
日
）
２
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

前
売
・
一
五
○
○
円
当
日
・
一
八
○

○
円

☆
高
橋
悠
治

陥
日
（
月
三
７
時
県
民
小
劇
場

二
○
○
○
円

★
ポ
ー
ル
・
モ
ー
リ
ア

妬
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
八
○
○
円
Ａ
・
三
○
○
○
円

★
ク
ロ
ー
ド
・
チ
ア
リ

、
日
（
木
）
６
時
半
西
宮
市
民
会
館

Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・
二
○
○
○
円

☆
杉
田
二
郎

幻
日
（
土
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
前
売
・
一
八
○
○
円
当
日
・
二

三
○
○
円

★
庄
野
真
代

配
日
（
月
）
６
時
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一
八
○
○
円

★
寺
内
タ
ケ
シ
と
プ
ル
ー
ジ
ー
ン
ズ

型
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
／
会
員
・
二
○
○
○
円

一
般
・
二
三
○
○
円

☆
ジ
エ
ー
ム
ズ
・
ゴ
ー
ル
ウ
エ
イ

溺
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○

○
円
Ｃ
・
二
○
○
○
円

☆
ポ
ー
ト
ジ
ュ
ピ
リ
ー
・
ス
ペ
シ
ャ
ル

妬
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

三
五
○
円

☆
ク
イ
ー
ン

”
日
（
金
）
６
時
神
戸
市
立
中
央
体

育
館
Ｓ
・
四
九
○
○
円

★
さ
と
う
宗
幸

訂
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一
五
○
○
円

２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
整
理
券

☆
二
葉
百
合
子

必
日
（
土
）
①
２
時
②
６
時

神
戸
国
際
会
館
Ｓ
・
三
○
○
○
円

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
諏
訪
根
自
子
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

桂米朝

蕊§

●
愛
読
者
招
待
席

神
戸
っ
子
読
者
左
記
の
催
し
に
ご
招
待

★
町
田
義
人

５
月
２
日
（
水
）
６
時
神
戸
文
化
ホ

ー
レノ

★
柳
ジ
ョ
ー
ジ
と
レ
イ
ー
ー
ー
ウ
ッ
ド

５
月
四
日
（
土
）
２
時
半
姫
路
市
民

会
館５月

加
日
（
制
）
２
時
神
戸
国
際
会

館ご
希
望
の
方
は
、
葉
書
に
住
所
・
氏
名

・
年
令
・
職
業
・
電
話
を
明
記
の
う
え

「
町
田
義
人
」
「
柳
ジ
ョ
ー
ジ
・
姫
路
」

「
柳
ジ
ョ
ー
ジ
・
神
戸
」
の
係
ま
で
。

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
葉
書
で
神
戸
っ

子
編
集
室
・
優
待
係
人
川
崎
Ｖ
ま
で

３
１
１
１
１

霧
●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
致
し
ま
す

★
グ
ラ
シ
ェ
ラ
・
ス
サ
ー
ナ

４
月
８
日
（
日
）
４
時
神
戸
国
際
会

館Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
キ
ー
ス
・
ジ
ャ
レ
ッ
ト

４
月
９
日
（
月
）
６
億
＋
神
戸
国
際

会
館

Ｓ
・
三
八
○
○
円
を
三
五
○
○
円
に

★
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ

フ
ル
ー
リ
サ
イ
タ
ル

４
月
溺
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

Ｃ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
関
晴
子
ピ
ア
ノ
リ
ア
イ
タ
ル

５
月
蛎
日
（
金
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ

ホ
ー
ル

一
般
・
一
三
○
○
円
を
一
割
引

☆
ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
フ
ラ
ン
ッ

ピ
ア
ノ
演
奏
会

６
月
６
日
（
水
）
７
時
神
一
星
術
中

ホ
ー
ル

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

Ｃ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引
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議識

広
が
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

い
ま
、
そ
の
声
は
実
に
悲
し
い
悲
し
い
メ
ス
オ
オ
カ
ミ
の
声
。

毎
夜
で
あ
る
。

強
く
長
く
、
長
く
、
さ
ら
に
長
く
、
糸
を
引
く
よ
う
に
闇
の
夜

に
消
え
去
る
が
、
そ
の
声
に
は
何
の
反
応
も
帰
っ
て
こ
な
い
。
そ

れ
で
も
メ
ス
オ
オ
カ
ミ
は
オ
ス
部
屋
へ
の
く
ぐ
り
扉
を
抜
け
、
夫

を
探
し
回
り
、
何
度
も
何
度
も
夜
空
に
呼
び
続
け
る
。
し
か
も
、

涙
ぐ
ん
だ
瞳
は
数
人
の
係
員
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
る
よ
う
に
連
れ

去
ら
れ
た
南
の
方
向
を
射
る
よ
う
に
見
い
っ
た
ま
ま
だ
。

【
生
涯
続
く
夫
婦
の
紳
】

ヒ
ト
以
外
の
動
物
で
育
児
に
参
加
す
る
哨
乳
類
の
オ
ス
が
い
る

だ
ろ
う
か
。
あ
れ
ほ
ど
人
類
に
近
い
ゴ
リ
ラ
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
で

す
ら
父
親
が
子
に
食
べ
物
を
与
え
る
と
い
う
作
業
、
つ
ま
り
育
児

に
参
加
す
る
こ
と
は
な
い
。
ウ
マ
、
ウ
シ
、
ト
ラ
、
ラ
イ
オ
ン
、

ア
シ
カ
、
カ
バ
、
ゾ
ウ
も
し
か
り
だ
。
だ
が
ま
て
よ
、
ツ
ル
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
、
ペ
ン
ギ
ン
が
そ
う
だ
。
オ
ス
、
メ
ス
、
同
じ
羽
色
を

ま
と
っ
た
烏
は
オ
ス
が
巣
を
作
り
、
し
か
も
オ
ス
が
卵
を
暖
め
ふ

化
し
た
雛
に
も
餌
を
運
ぶ
と
い
う
共
同
育
児
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
鳥
類
の
こ
と
で
、
我
々
哨
乳
類
の
仲
間
で
は

先
ず
見
当
ら
な
い
こ
と
に
お
気
づ
き
の
は
ず
。
と
こ
ろ
が
で
す

ぞ
、
あ
の
ヒ
ト
ま
で
も
襲
う
と
い
わ
れ
て
き
た
オ
オ
カ
ミ
。
そ
の

オ
ス
と
メ
ス
は
、
不
思
議
な
野
生
で
の
出
会
い
の
あ
と
、
め
ぐ
り

会
っ
た
夫
婦
は
、
も
う
生
涯
離
れ
な
い
。
子
の
た
め
母
親
の
た
め

食
べ
物
を
運
び
続
け
、
子
を
守
る
た
め
キ
バ
で
闘
う
の
で
す
。

だ
が
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
オ
オ
カ
ミ
夫
婦
は
決
し
て
人
を
襲
う

こ
と
は
な
か
っ
た
。
人
間
の
敵
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
語
り

は
誤
り
だ
っ
た
。
全
力
で
走
る
こ
と
も
で
き
な
い
動
物
園
と
い
う

オ
リ
の
中
で
す
ら
、
し
か
も
、
オ
ス
、
シ
ベ
リ
ヤ
オ
オ
カ
ミ
、

メ
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
オ
オ
カ
ミ
、
と
い
う
ハ
ー
フ
間
の
夫
婦
で
あ

ろ
う
と
も
、
そ
の
夫
婦
愛
の
す
ば
ら
し
さ
を
日
々
世
話
を
さ
せ
て

も
ら
い
な
が
ら
、
ほ
の
ぼ
の
と
の
ぞ
か
せ
て
く
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。近

づ
く
私
た
ち
に
視
線
を
向
け
ま
つ
先
に
知
ら
せ
る
女
房
へ
の

コ
ー
ル
サ
イ
ン
は
鼻
声
と
尾
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
た
メ
ス
は
さ

５
１
１
１

そ
の
日
、
二
月
八
日
金
曜
日
、
暖
冬
の
あ
と
き
び
し
い
寒
波
と

共
に
、
悲
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
お
よ
そ
十
年
寄
り
添
っ
て
き

た
、
オ
ス
オ
オ
カ
ミ
が
突
然
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
夜
か
ら
、
遠
く
は
動
物
園
東
南
二
キ
ロ
辺
り
の
イ
ヌ
や
ネ

コ
や
、
イ
タ
チ
、
さ
ら
に
は
ヒ
ト
達
が
悲
し
い
オ
オ
カ
ミ
の
叫
び

声
を
耳
に
し
だ
し
た
。

カ
タ
ー
ン
、
コ
ト
ン
、
二
月
と
い
う
冷
え
き
っ
た
闇
夜
に
鉄

総
蝋

戸
に
触
れ
る
音
の
あ

と
、〃

ウ
ー
ウ
オ
ー
、
オ

蕊識懲蕊

暦
‐
オ
ー
オ
ー
、

し霞
オ
ー
オ
ー
オ
ー

い症
ｌ
オ
ゥ
ー
ゥ
‐

津
ゥ
″
そ
れ
は
実
に
悲

謹
し
い
メ
ス
オ
オ
カ
ミ

津
の
声
だ
。

和
「
近
頃
、
夜
に
な
る

》
と
、
悲
し
そ
う
な
声

，鋤
が
間
》
」
え
て
く
る
、

呑
何
か
あ
っ
た
ん
で
す

叫
か
／
・
」

葎
そ
ん
な
問
い
が
私

左
の
耳
元
へ
も
届
き
だ

く毒
し
た
。

堀
か
つ
て
、
昭
和
二

旗
十
六
年
三
月
一
一
十

に
日
、
王
子
動
物
園
開

霊
園
当
時
、
ラ
イ
オ
ン

エ
の
遠
吠
え
に
近
隣
の

く唾
ヒ
ト
達
が
、
人
間
の

仲
う
め
き
声
に
似
た
声

を
毎
夜
耳
に
す
る
、

何
か
あ
っ
た
の
で
は

と
、
い
う
う
わ
さ
が
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④

つ
と
オ
ス
の
後
へ
回
る
。
ど
の
よ
う
な
場
合
も
、
異
変
に
対
し
、

真
向
か
ら
そ
の
安
全
を
確
め
る
た
め
飛
び
だ
す
の
は
オ
ス
だ
。

一
見
、
メ
ス
よ
り
も
先
ん
じ
て
、
係
員
に
人
馴
れ
を
示
し
、
餌

も
よ
り
多
く
貰
お
う
と
い
う
風
に
も
見
え
よ
う
が
、
そ
う
で
は
な

か
っ
た
。
与
え
ら
れ
た
肉
魂
に
さ
っ
と
、
駈
け
寄
り
、
が
む
し
ゃ

ら
に
食
べ
は
じ
め
る
の
は
、
き
ま
っ
て
、
メ
ス
で
あ
っ
た
。
も
し
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
、
全
て
を
メ
ス
が
食
べ
て
し
ま
う
こ

と
、
毎
夕
だ
っ
た
。
決
し
て
、
キ
バ
で
夫
婦
が
争
う
こ
と
を
し
な

い
。
飼
育
歴
三
○
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
私
は
ま
だ
、
そ
う
し
た

オ
オ
カ
ミ
夫
婦
の
争
い
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
オ
ス
は
、
床
に
残

っ
た
肉
汁
を
舌
で
な
め
、
そ
れ
だ
け
で
一
夜
を
明
か
す
こ
と
も
何

度
あ
っ
た
か
解
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
オ
ス
ヘ
の
思
い
か
ら
、
扉
で

仕
切
り
、
オ
ス
に
も
食
べ
さ
せ
る
よ
う
心
が
け
、
食
事
後
再
び
同

居
さ
せ
て
や
る
と
い
う
飼
育
日
課
を
続
け
て
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
オ
ス
、
ど
う
も
、
腰
の
辺
り
が
貧
弱
で

痔
せ
が
感
じ
ら
れ
る
。
他
の
係
員
に
笑
わ
れ
る
く
ら
い
、
大
量
の

肉
や
骨
を
、
何
度
も
与
え
て
や
っ
た
。
だ
が
、
毛
つ
や
が
増
し
肥

っ
て
く
れ
る
の
は
メ
ス
ば
か
り
、
あ
れ
だ
け
残
し
て
い
る
の
だ
か

ら
と
仕
切
り
扉
を
開
け
、
帰
宅
。
翌
朝
、
や
っ
ぱ
り
深
夜
大
半
を

メ
ス
が
食
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
満
足
げ
に
寝
こ
ろ
ん
で
い
た
。

夫婦間の争いが日常茶飯事の人
間粁会を、このメスオオカミは
どう見ているのでしょう。とも
かく早く元気になってほしいで
すね。

１
１１６
１

生涯の伴侶を失くして、傷心の
メスオオカミ。彼女の切ない遠
吠えが闇夜に悲しげに響きわた
ります。

【
オ
オ
カ
ミ
王
、
ロ
ボ
も
だ
っ
た
】

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
、
コ
ラ
ン
ポ
ー
平
原
に
そ
の
名
を
残
し
た
オ

オ
カ
ミ
ヲ
ボ
」
は
子
獣
を
育
て
る
た
め
、
獲
物
を
捕
え
、
メ
ス

、
ブ
ラ
ン
カ
に
与
え
る
毎
日
が
続
い
た
。
し
か
し
、
長
い
野
生
の

歴
史
に
人
間
が
そ
の
大
自
然
を
開
拓
、
そ
の
平
原
に
牧
場
が
出
現

し
た
。
彼
等
の
先
代
は
、
野
生
の
餌
よ
り
も
、
そ
の
手
近
な
牧
場

へ
餌
場
が
向
け
ら
れ
は
じ
め
た
の
は
動
物
本
醐
来
の
生
き
方
で
あ
っ

た
。だ

が
、
平
原
の
牧
場
を
荒
し
ま
わ
る
オ
オ
カ
ミ
の
群
に
ハ
ン
タ

ー
た
ち
が
立
ち
上
り
、
そ
の
ひ
と
き
わ
大
き
い
ロ
ポ
に
は
、
多
額

の
賞
金
が
か
け
ら
れ
た
。
ロ
ボ
は
決
し
て
死
肉
を
食
べ
な
い
。
人

間
が
毒
を
し
こ
む
お
そ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
牧
場
主
は
何
と
か

ロ
ボ
を
倒
そ
う
と
し
た
。
テ
キ
サ
ス
か
ら
オ
オ
カ
ミ
狩
り
の
ベ
テ

ラ
ン
が
多
数
の
猟
犬
を
連
れ
、
ロ
ポ
の
一
隊
を
追
っ
た
。
ロ
ボ

は
、
一
隊
に
散
り
散
り
に
逃
げ
さ
せ
、
犬
を
分
散
さ
せ
た
あ
と
一

気
に
そ
の
犬
に
反
転
襲
い
か
か
り
殺
し
た
。
そ
の
失
敗
に
怒
っ
た

ハ
ン
タ
ー
も
、
次
の
ハ
ン
タ
ー
も
が
毒
殺
し
よ
う
と
し
た
が
、
何

れ
も
ロ
ポ
は
負
け
な
か
っ
た
。
だ
が
し
か
し
、
シ
ー
ト
ン
は
覇
ロ

ポ
の
妻
、
ブ
ラ
ン
カ
を
ね
ら
っ
た
の
で
す
。
ブ
ラ
ン
カ
だ
け
が
、

強
い
ロ
ポ
の
い
う
こ
と
を
き
か
な
い
で
、
時
折
り
先
ん
じ
る
こ
と

が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

シ
ー
ト
ン
は
そ
の
ブ
ラ
ン
カ
に
仔
の
臭
を
つ
け
た
肉
を
ト
ラ
バ

サ
ミ
に
し
か
け
、
と
う
と
う
ブ
ラ
ン
カ
を
捕
え
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
そ
の
夜
ブ
ラ
ン
カ
を
奪
わ
れ
た
ロ
ポ
は
、
い
な
く
な
っ
た
妻

の
足
跡
を
追
っ
た
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
、
ロ
ボ
に
悲
し
い
運
命
が

し
か
け
ら
れ
て
い
た
。
シ
ー
ト
ン
は
良
を
埋
め
た
士
の
上
に
そ
の

妻
で
あ
る
ブ
ラ
ン
カ
の
足
跡
を
つ
け
た
。
ロ
ボ
は
遂
に
そ
の
農
に

お
ち
た
。
傷
つ
い
た
ロ
ボ
は
仲
間
を
集
め
る
召
集
の
叫
び
を
あ
げ

た
が
、
も
う
ブ
ラ
ン
カ
も
だ
れ
の
声
も
が
か
え
っ
て
こ
な
か
っ

た
。
（
シ
ー
ト
ン
の
動
物
記
よ
り
）

今
夜
も
ま
た
王
子
の
夜
空
に
悲
し
い
メ
ス
オ
オ
カ
ミ
の
叫
び
が

起
こ
っ
て
は
消
え
て
い
く
。

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ

句
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蕊蕊雪雲繕

新しい出発をケーーキで祝ってドさい

オじ欧 の金名星宴

■三宮センター店･ さんちか店･ 大丸･ そごう・阪急･ 三蕗･ 神戸デパート･ 元町店

聴i蕊1W蕊i識

ＭＡＫＥＵＰＷｌＴＨＲＯＹＡＬ

－級品の輝き副
ＰＬＡＹＢＯＹ‘

ＥＶＥ, 肘Ｅ公Ｒ

サングラスやフレームはｒ掛ける」
とか「鼻に乗せる」という感覚でし
た．が、プレイボーイ・‐リングラス；よ
材質にＯＰＴＹＬをI Ⅱい、Ｉ雌くて丈ノミ
でしか# , たしい色彩を炎呪「ブァッ
ラ‐] ンを身につける_ Ｉような感覚で
架した､ 二とができま- １－．

鐸

⑥ﾈ 申戸眼鏡B 完
元町店・元町３丁目ａ( 3 2 1 ) 1 2 1 2 代表
三宮店・さんちかタウン冠( 3 9 1 ) 1 8 7 4 ～５
元町店は毎水曜日がお休みです
三宮店は第２ヘ3 水曜日がお休みで．＃．
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若山晴洋
(ローズガーデシｵ ｰ ﾅ ｰ 〉

●地球人間

田口二郎
【神戸スポーツクラブリーダー〉

河野靖一
〈神戸大丸･ 人事１

アウトドアでやってみよう

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
に
水
洗
ト
イ
レ
は
な
い

田
口
僕
た
ち
の
釣
り
は
リ
リ
ー
ス
と

言
っ
て
釣
っ
た
魚
を
逃
が
す
ん
で
す
。

釣
っ
て
網
で
す
く
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ

で
終
わ
り
だ
け
ど
、
手
で
掴
ん
で
、
針

を
は
ず
し
て
そ
の
ま
ま
傷
つ
け
ず
に
戻

す
と
い
う
の
は
技
術
が
要
る
ん
で
す
。

１
１１
１

いきいき放談
く16〉

②DA w烏撫嬬eＥ

申

若
山
そ
れ
が
楽
し
い
。
自
分
で
遊
ぶ

ん
で
す
ね
。
山
へ
行
く
と
、
車
で
５
分

も
走
れ
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
よ
う
な

と
こ
ろ
で
も
わ
ざ
わ
ざ
弁
当
を
持
っ
て

い
く
。
わ
ざ
わ
ざ
ネ
（
笑
）

河
野
ス
ポ
ー
ツ
精
神
へ
の
憧
れ
も
あ

ラ
ン
ナ
ー
を
釣
る
の
は
至
難
の
業
な
ん
だ

が
あ
っ
た
ら
お
か
し
い
や
ろ
／
●
」
（
笑
）

柄
朝
の
五
時
頃
に
家
を
出
て
昼
過
ぎ

に
帰
る
ん
で
す
け
ど
辛
抱
し
ま
す
。
汗

に
な
っ
て
出
ち
ゃ
う
の
か
な
（
笑
）

河
野
僕
は
面
倒
臭
が
り
屋
だ
か
ら
重

装
備
は
し
な
い
け
ど
、
山
歩
き
は
好
き

で
ね
。
高
校
生
の
頃
か
ら
犬
を
連
れ
て

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
摩
耶
山
を
歩
い
て
ま

し
た
ね
。
神
戸
は
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

る
し
背
山
コ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
歩
い

た
。田

口
六
甲
山
で
も
夜
行
性
や
か
ら
夜

に
よ
く
行
く
け
ど
、
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ

イ
ノ
シ
シ
、
キ
ジ
と
い
ろ
ん
な
動
物
に

出
会
っ
て
面
白
い
で
す
。

河
野
子
供
の
入
っ
て
る
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の
関
係
で
私
も
夜
の
六
甲
山
の
昼

間
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
を
知
っ
て
ま
す

田
口
自
分
の
。
ヘ
ー
ス
で
好
き
な
場
所

へ
出
か
け
て
い
っ
て
楽
し
む
の
が
一
番

若
山
雪
が
降
れ
ば
ス
キ
ー
、
溶
け
る

と
キ
ャ
ン
プ
、
天
気
が
良
け
れ
ば
テ
ニ

ス
、
雨
な
ら
ス
カ
ッ
シ
ュ
と
田
口
さ
ん

は
臨
機
応
変
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
る
ネ

梢
田
口
さ
ん
は
ア
ウ
ド
ド
ア
ラ
イ
フ

に
関
し
て
は
草
分
け
的
存
在
と
か
。

田
口
ま
だ
日
本
に
そ
う
い
う
言
葉
が

な
い
頃
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
雑
誌
を
送
っ

て
も
ら
っ
て
楽
し
ん
で
ま
し
た
ね
。

河
野
キ
ャ
ン
プ
と
か
す
る
ん
で
す
か

田
口
そ
れ
も
夏
は
避
け
る
ん
で
す
。

喉
が
乾
く
し
、
虫
が
多
い
し
、
一
番
嫌

い
な
ヘ
ビ
が
出
る
か
ら
ね
（
笑
）
秋
、

春
冬
だ
と
生
も
の
が
持
っ
て
い
け
る
か

ら
。梢

さ
す
が
ベ
テ
ラ
ン
で
す
ね
。

若
山
私
も
田
口
さ
ん
と
出
会
っ
て
５

年
位
前
か
ら
始
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
が

ヤ
ミ
ッ
キ
に
な
っ
て
ね
（
笑
）
た
だ
し

田
口
さ
ん
ほ
ど
重
症
で
は
な
い
け
ど
。

梢
私
は
３
年
位
前
か
ら
船
釣
り
と
か

磯
釣
り
に
興
味
を
持
っ
て
始
め
た
ん
で

す
け
ど
ね
、
と
っ
て
も
面
白
い
。

田
口
ト
イ
レ
に
困
り
ま
せ
ん
か
？

若
山
面
白
い
話
が
あ
っ
て
、
友
達
が

奥
さ
ん
を
連
れ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
「
ト

イ
レ
が
な
い
／
、
」
す
る
と
旦
那
さ
ん
が

「
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
に
水
洗
ト
イ
レ

部）
ﾈ 間恵子
〈第6 回さくらの女王．
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い
で
大
ら
か
な
気
持
ち
を
持
っ
て
ネ
。

河
野
子
供
の
世
界
で
も
ガ
リ
ガ
リ
猛

者
が
多
く
な
っ
て
き
て
る
。
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
は
子
供
の
中
で
唯
一
の
タ
テ
社

会
な
わ
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
を

き
め
て
一
緒
に
行
動
す
る
わ
け
で
す
。

正
し
い
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
学
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
。

田
口
今
、
家
族
四
人
で
日
本
の
中
で

も
旅
行
す
る
と
莫
大
な
お
金
が
か
か
り

ま
す
が
、
そ
れ
が
バ
ッ
ク
パ
ッ
キ
ン
グ

を
背
負
っ
て
キ
ャ
ン
プ
に
出
る
と
、
安

く
つ
く
し
、
自
然
と
接
せ
ら
れ
る
し
一

石
二
鳥
で
す
よ
ね
。

河
野
自
然
を
知
る
と
い
う
の
は
人
間

が
謙
虚
に
な
る
し
大
切
な
こ
と
や
ね
。

若
山
私
は
海
へ
出
た
い
で
す
ね
。
海

だ
け
で
な
く
自
然
が
好
き
な
ん
で
す
。

大
阪
の
井
池
よ
り
自
然
が
い
い
ん
で

す
。
柵
さ
ん
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
に
な

る
し
あ
ち
こ
ち
行
け
て
い
い
ね
。

梢
え
え
、
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン

の
心
意
気
で
頑
張
り
ま
す
（
笑
）

９
１
１
１
１

回
っ
た
り
１
．
友
達
は
同
じ
所
に
十

日
間
も
、
も
っ
た
い
な
い
、
も
っ
と
あ

ち
こ
ち
行
け
ば
い
い
の
に
っ
て
。
毎
年

同
じ
所
へ
行
っ
て
て
も
行
き
尽
く
さ
れ

な
い
感
じ
な
ん
で
す
が
ね
。

梢
ゆ
っ
く
り
滞
在
し
て
こ
そ
味
わ
え

る
土
地
の
良
さ
、
み
た
い
な
も
の
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。

若
山
小
さ
な
発
見
が
一
杯
あ
っ
て
ね

梢
と
も
か
く
い
ろ
ん
な
こ
と
や
っ
て

み
た
い
で
す
ね
。
で
も
せ
こ
せ
こ
し
な

る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

田
口
僕
も
若
山
さ
ん
も
今
だ
に
一
匹

の
魚
も
殺
生
し
た
こ
と
な
い
よ
ね
。

若
山
イ
ヤ
、
実
は
〃
ジ
ャ
ン
・
ム
ー

ラ
ン
〃
で
一
回
だ
け
食
っ
た
よ
（
笑
）

田
口
食
べ
る
の
が
目
的
な
ら
仕
方
な

い
ね
。
た
だ
や
た
ら
数
を
釣
る
と
か
、

大
き
い
の
を
狙
う
と
か
そ
ん
な
気
持
ち

は
な
い
ね
。
ラ
ン
ナ
ー
と
い
わ
れ
る
小

つ
ち
や
く
て
速
く
て
力
の
あ
る
魚
を
釣

る
方
が
楽
し
め
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

河
野
価
値
観
が
違
う
わ
け
だ
ね
。
ガ

ッ
ガ
ッ
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
な
。

柄
日
本
人
っ
て
遊
び
で
も
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
組
ん
で
、
そ
の
通
り
動
か
な
い

と
気
が
す
ま
な
い
の
ね
（
笑
）

田
口
時
間
が
な
い
か
ら
。
三
泊
四
日

の
旅
行
が
精
一
杯
で
、
外
国
の
よ
う
に

一
ケ
月
と
は
い
か
な
い
か
ら
ね
。

河
野
毎
年
、
夏
休
み
に
白
馬
へ
行
く

ん
で
す
。
私
は
帰
っ
て
き
ま
す
が
家
族

は
十
日
位
斗
術
在
し
て
そ
の
周
辺
を
歩
き

アウトドアライフ派が神戸大寅烏ｈに集まってのおしゃべり５階家庭用品売場では写真の携帯用
折りたたみテーブル、膜製バスケット、弁当箱などピクニック用品が豊富に揃っています。

一
自
然
を
知
る
と
人
間
は
謙
虚
に
な
る
ね
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柏
林
八
学
校
法
人
神
戸
中
華
同
文
学
校
副
理
事
長
Ｖ

″
う
ど
ん
巾

六
甲
山
が
英
人
グ
ル
ー
ム
氏
（
缶
冒
吾
目
揖
．
⑦
８
０
日
届
急

ｌ
ご
儲
）
等
、
神
戸
に
定
住
し
た
外
国
人
の
手
に
よ
っ
て
開
発
さ

れ
て
か
ら
、
も
う
九
十
年
近
く
に
な
る
。
以
来
、
六
甲
山
系
の
山

々
に
、
多
種
多
様
の
登
山
コ
ー
ス
が
生
ま
れ
た
。
六
甲
山
系
の
登

山
コ
ー
ス
の
特
徴
は
、
外
来
者
の
た
め
の
観
光
用
に
開
発
さ
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
、
神
戸
市
民
の
生
活
に
密
着
し
、
親

し
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
出
勤
前
の
早
朝
登
山
の
習
慣
も
、
始
め

は
、
神
戸
に
住
み
つ
い
た
外
国
人
の
間
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、

い
つ
し
か
、
神
戸
市
民
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
、
日
常
生
活
の
な
か

に
深
く
根
を
お
ろ
し
て
し
ま
っ
た
。

Ⅱ

生
田
区
山
本
通
四
丁
目
の
市
バ
ス
停
留
所
か
ら
、
兵
庫
県
議
会

１
１２０
１

八
そ
の
ｎ
Ｖ

バ
ス
停
山
本
通
四
ｌ
諏
訪
神
社
ｌ
燈
篭
茶
屋
ｌ
諏
訪
山
公
園
下

王

侍

Ｉ 燈瓶茶屋にて筆者

の
議
員
寮
の
前
に
通
ず
る
坂
道
を
基
点
と
し
て
、
燈
寵
茶
屋
に
至

る
早
朝
登
山
コ
ー
ス
は
、
同
じ
く
燈
寵
茶
屋
を
目
標
と
す
る
他
の

コ
ー
ス
よ
り
も
、
四
季
の
う
つ
り
か
わ
り
の
変
化
に
富
み
、
大
自

然
の
も
つ
、
優
し
さ
の
一
面
を
、
灰
々
と
感
じ
さ
せ
る
。
筆
者
が

好
ん
で
選
ぶ
コ
ー
ス
で
あ
る
。

バ
ス
通
り
か
ら
議
員
寮
の
前
を
過
ぎ
る
と
、
道
は
急
に
細
く
な

り
、
急
な
坂
道
へ
と
続
く
。
こ
の
坂
道
は
、
以
前
、
犬
の
ウ
ン
チ

が
矢
鱈
と
多
く
、
油
断
大
敵
で
あ
っ
た
が
、
「
犬
ノ
糞
ハ
飼
主
ガ

始
末
ス
ル
コ
ト
必
ズ
」
と
い
う
立
札
が
効
を
奏
し
た
の
か
、
そ
れ

と
も
、
飼
主
の
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ
た
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
近
頃
そ
の
数
は
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
。

Ⅲ

動
物
園
跡
の
こ
ど
も
の
園
の
う
ら
手
を
通
り
、
明
治
七
年
十
一
一

月
九
日
、
仏
人
ジ
ヤ
ン
セ
ン
氏
Ｑ
・
種
星
の
、
圃
這
）
が
金
星
観
測

を
行
っ
た
ゆ
か
り
の
金
星
台
広
場
の
裏
手
に
出
て
、
右
に
折
れ
、

す
ぐ
左
手
の
石
段
を
七
、
八
段
も
登
れ
ば
、
そ
こ
は
正
一
位
諏
訪

大
明
神
の
境
内
で
あ
る
。
御
神
殿
の
前
に
立
つ
と
、
妾
銭
箱
の
右

に
莫
蓮
張
り
の
、
周
囲
を
あ
ざ
や
か
な
朱
色
に
塗
り
込
ん
だ
四
角

い
台
が
目
に
つ
く
は
ず
だ
。

こ
れ
は
参
詣
者
の
半
数
は
占
め
る
と
い
わ
れ
る
華
僑
の
た
め
の

も
の
で
あ
る
・
中
国
の
古
い
風
習
と
し
て
、
神
に
対
し
て
は
脆
拝
、

つ
ま
り
ひ
ざ
ま
づ
い
て
礼
拝
す
る
の
で
あ
る
。
確
か
こ
こ
の
神
主

の
お
孫
さ
ん
だ
っ
た
か
、
近
く
に
あ
る
神
戸
華
僑
幼
稚
園
に
通
っ

て
お
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
神
戸
と
い
う
ま

〔
″
の
朝
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うどん山の名の起こり、名物のうどんを食する王さん一家 Ⅳ

登
山
コ
ー
ス
は
、
神
殿
の
渡
り
廊
下
を
く
ぐ
っ
て
続
き
、
お
稲

荷
さ
ん
の
詞
が
立
ち
並
ぶ
だ
ん
だ
ん
坂
を
右
左
に
折
れ
な
が
ら
登

る
と
、
こ
の
コ
ー
ス
晴
一
の
急
坂
に
さ
し
か
か
る
。
足
も
と
に
注

意
し
な
が
ら
急
坂
を
一
気
に
登
り
つ
め
る
と
、
に
わ
か
に
展
望
が

ひ
ろ
が
る
。
あ
と
は
山
手
女
子
学
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
左
手
に
見

お
ろ
し
な
が
ら
の
平
坦
な
コ
ー
ス
で
あ
る
。
私
事
に
わ
た
っ
て
恐

縮
で
あ
る
が
、
瑞
息
持
ち
の
筆
者
は
、
い
つ
も
こ
こ
で
一
息
入
れ
、

呼
吸
を
調
整
す
る
。
早
朝
登
山
で
面
白
い
の
は
、
こ
ち
ら
が
定
刻

通
り
に
コ
ー
ス
を
歩
く
と
、
決
ま
っ
て
同
じ
顔
ぶ
れ
の
登
山
者
と

す
れ
違
う
こ
と
だ
。
丸
た
ん
棒
で
作
ら
れ
た
橋
を
渡
り
、
道
は
左

右
に
大
き
く
カ
ー
ブ
を
え
が
く
。
め
ざ
す
燈
龍
茶
屋
ま
で
の
道
は

な
だ
ら
か
で
、
行
き
違
う
登
山
者
へ
の
朝
の
挨
拶
に
心
な
し
か
声

が
は
ず
む
。
雑
木
林
の
山
の
中
腹
沿
い
の
コ
ー
ス
を
ぬ
け
る
と
、

道
は
又
登
り
坂
と
な
る
。
坂
道
は
や
が
て
、
砂
防
堰
堤
を
境
い
に

ち
の
多
様
性
と
、
開
放
的
な
性
格
が
う
か
が
え
て
面
白
い
。

バス停諏訪山公園下

121

下
り
坂
と
な
り
、
左
手
の
小
川
を
渡
れ
ば
目
的
地
燈
龍
茶
屋
に
到

着
で
あ
る
。

Ｖ

燈
寵
茶
屋
の
朝
は
早
い
。
登
山
者
は
銘
々
署
名
簿
に
サ
イ
ン
を

終
え
る
と
、
三
々
伍
々
、
山
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
。
囲
碁
に
打
ち

興
じ
る
も
の
。
新
聞
を
開
き
見
る
も
の
。
何
や
ら
大
声
で
議
論
を

た
た
か
わ
す
も
の
。
…
…
遠
く
の
方
か
ら
、
詩
を
吟
ず
る
声
が
浩

女
と
梢
の
間
か
ら
透
っ
て
来
る
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
テ
ー
ブ
ル

に
、
こ
の
茶
屋
一
番
の
名
物
こ
ぶ
う
ど
ん
が
ゆ
げ
立
っ
て
い
る
。
此

の
辺
の
こ
と
を
子
供
達
は
う
ど
ん
山
と
も
呼
ん
で
い
る
そ
う
だ
。Ⅵ

今
朝
の
燈
寵
茶
屋
に
は
、
今
一
つ
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
。
こ

の
茶
屋
の
看
板
娘
な
ら
ぬ
、
看
板
ば
あ
さ
ん
の
姿
が
見
当
ら
な
い

こ
と
だ
。
長
谷
川
町
子
さ
ん
の
マ
ン
ガ
か
ら
ぬ
け
出
し
て
来
た
様

な
、
意
地
悪
ば
あ
さ
ん
そ
っ
く
り
そ
の
侭
の
、
池
内
ス
エ
ノ
さ
ん

は
、
当
年
と
っ
て
九
十
才
。
聞
け
ば
こ
の
と
こ
ろ
、
お
目
々
の
具

合
を
悪
く
し
て
休
ん
で
い
る
が
、
来
週
か
ら
ま
た
元
気
な
姿
を
見

せ
る
そ
う
だ
。

燈
寵
茶
屋
の
も
う
一
つ
の
名
物
に
、
桜
を
挙
げ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
茶
屋
の
桜
は
下
界
よ
り
も
四
、
五
日
お
く

れ
て
満
開
と
な
る
が
、
本
稿
が
活
字
と
な
っ
て
読
者
の
お
目
に
と

ま
る
頃
に
は
、
今
を
盛
り
と
咲
き
誇
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
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Ａ
そ
の
旭
Ｖ

白
鶴
美
術
館
ｌ
西
谷
橋
ｌ
天
狗
岩
南
尾
根
ｌ
油
こ
ぶ
し
道
ｌ
阪
急
六
甲

烈
風
吹
き
す
さ
ぶ
天
狗
岩

西谷橋にて筆者

六
甲
山
（
標
高
九
三
一
一
メ
ー
ト
ル
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
最
も
高

い
山
、
ス
キ
ャ
フ
ェ
ル
・
バ
イ
ク
よ
り
わ
ず
か
六
五
メ
ー
ト
ル
低

い
が
、
市
街
地
に
近
く
、
様
々
な
冒
険
、
偶
発
事
故
、
意
外
性
に

満
ち
満
ち
て
い
る
。
そ
れ
故
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
、

須
磨
の
近
く
の
山
な
み
を
「
須
磨
ア
ル
プ
ス
」
と
命
名
し
た
こ
と

も
分
ら
な
い
で
も
な
い
。
六
甲
山
の
数
あ
る
登
山
コ
ー
ス
は
、
市

街
地
か
ら
簡
単
に
登
れ
る
よ
う
に
思
え
る
。

さ
て
、
い
さ
さ
か
篭
の
か
か
っ
た
六
甲
山
を
、
Ｍ
氏
２
乗
内
で

登
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
狗
岩
南
尾
根
コ
ー
ス
で
あ
る
。

白
鶴
美
術
館
の
ち
ょ
う
ど
北
、
標
高
一
一
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
の

西
谷
橋
か
ら
登
り
始
め
た
。
団
地
や
そ
の
付
近
で
遊
び
に
興
じ
て

い
る
子
供
た
ち
の
姿
が
や
が
て
見
え
な
く
な
る
と
、
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
に
よ
っ
て
自
然
が
破
壊
さ
れ
た
工
事
現
場
に
出
喰
わ
し
た
。
私

に
は
、
国
立
公
園
の
敷
地
内
の
数
多
く
の
山
が
、
開
発
さ
れ
る
が

ま
ま
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
の
は
奇
異
な
こ
と
に
思
え
る
。

１
１２２
１

デ
イ
ブ
・
ジ
ャ
ッ
ク
△
関
西
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
」
紙
編
集
長
Ｖ

と
、
突
然
、
市
街
地
が
目
の
前
か
ら
消
え
た
。
き
ら
め
き
な
が

ら
流
れ
る
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
…
．
：
。
そ
れ
ら
が

耳
を
慰
め
て
く
れ
る
。
ま
る
で
世
界
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
よ
う

だ
ノ
．
乱
開
発
を
目
に
し
て
ゆ
う
う
つ
に
な
っ
た
気
分
が
ス
ッ
カ

リ
よ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

目
の
前
に
延
々
と
つ
づ
く
急
で
細
い
道
を
、
か
な
り
の
疲
労
を

覚
え
な
が
ら
登
っ
て
行
っ
た
。
最
初
の
休
憩
は
一
体
い
つ
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
？

最
初
の
休
憩
は
、
狭
い
け
れ
ど
見
晴
し
の
利
い
た
場
所
、
風
化

の
進
ん
だ
花
簡
岩
の
台
地
で
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
身
体
を
休
め

て
い
る
と
、
突
然
、
猛
烈
な
一
陣
の
風
（
山
の
神
の
せ
い
だ
）

が
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
の
ほ
か
暖
か
か
っ
た
一
一
月
の
陽
気
を
吹
き

飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
。

次
の
休
憩
地
ま
で
、
松
と
ス
ス
キ
の
間
の
、
二
つ
の
隣
接
し
た

谷
に
よ
っ
て
深
く
え
ぐ
ら
れ
た
狭
い
崖
ぶ
ち
を
登
っ
て
行
っ
た
。

そ
の
休
憩
地
で
、
Ｍ
氏
は
疲
労
を
い
や
す
た
め
に
、
お
茶
を
立
て

て
く
れ
た
。
Ｍ
氏
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
中
に
は
一
体
何
が
入
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
…
…
。
一
ぱ
い
の
お
茶
で
元
気
に
な
っ
た
我
禽

は
、
ま
た
登
り
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

登
り
は
、
神
戸
と
大
阪
と
の
市
街
地
が
、
視
界
い
つ
ぱ
い
に
か

す
ん
で
広
が
っ
て
見
え
る
天
狗
岩
で
終
っ
た
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
が
見
え
た
と
こ
ろ
で
、
我
禽
は
再
び
〃
町
な

か
″
の
諸
々
に
出
会
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
、
山
の
家
、
ゴ

ル
フ
場
、
溶
け
残
っ
た
雪
、
古
び
た
散
髪
屋
な
ど
を
見
な
が
ら
、

我
々
は
六
甲
山
ホ
テ
ル
へ
着
い
た
。
我
々
は
そ
こ
で
、
肉
、
キ
ス
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鰯蕊

（
魚
の
名
前
）
、
ビ
ー
ル
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
コ
ー
ヒ
ー
で
食

事
を
し
た
。
し
か
し
、
キ
ス
は
瀬
戸
内
海
か
ら
六
甲
山
ま
で
、
い

つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
持
っ
て
来
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

下
り
は
、
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
山
上
駅
の
東
百
五
十
メ
ー
ト
ル
か
ら

始
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
駅
は
、
心
打
つ
も
の
も
、
美
的

感
覚
も
な
い
ど
う
し
よ
う
も
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鋼
鉄
の
化
物

堪溺錘醐

横から見ると天狗の顔に似ている「天狗岩｣ 。突然の風に見舞われたのは天狗の怒りか……。

蕊蕊

常嚢母

:晴

市ハス白殴英殉醗前

1２３

下
り
は
、
油
こ
ぶ
し
道
を
と
っ
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
、
登
り
の

天
狗
岩
南
尾
根
と
比
べ
る
と
、
一
般
的
で
歩
き
や
す
い
。

道
で
行
き
交
う
と
、
誰
彼
と
な
く
ヨ
ン
ー
ー
チ
ワ
」
と
声
を
か

け
合
う
。
大
都
会
で
は
、
何
と
な
く
お
互
い
が
猪
疑
心
や
保
身
の

た
め
心
を
開
く
と
い
う
こ
と
も
な
い
が
、
山
道
で
の
親
交
は
別
も

の
だ
。
自
然
の
只
中
で
出
会
う
と
、
そ
う
い
う
こ
と
も
薄
れ
る
傾

向
に
あ
る
よ
う
だ
。

下
り
は
楽
し
く
、
歩
き
や
す
か
っ
た
が
、
足
首
の
筋
を
違
え
て

し
ま
っ
た
。
だ
が
、
途
中
で
Ｍ
氏
は
お
茶
の
時
間
に
コ
コ
ア
を
わ

か
し
て
く
れ
た
。
お
か
げ
で
痛
み
は
と
れ
て
し
ま
っ
た
。
Ｍ
氏
の

小
さ
な
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
は
、
一
体
、
ど
れ
だ
け
の
も
の
が
つ

ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
ぶ
し
の
木
の
小
さ
な
森
の
間
を
我
々
は
歩
き
つ
づ
け
た
。
や

が
て
、
峻
し
い
坂
を
降
り
る
に
つ
れ
て
、
歓
迎
す
べ
か
ら
ざ
る
町

の
遠
い
騒
音
が
我
々
の
感
覚
を
わ
ず
ら
わ
せ
始
め
た
。
我
々
は
町

へ
戻
っ
て
来
た
の
だ
。

白
い
欄
干
に
沿
っ
て
下
っ
て
行
く
と
、
老
人
ホ
ー
ム
の
建
築
工

事
現
場
に
出
会
っ
た
。
我
々
は
舗
装
道
路
へ
出
た
。
こ
れ
は
、
阪

急
六
甲
駅
へ
と
つ
づ
く
〃
安
全
″
で
〃
確
か
〃
な
道
な
の
だ
。

我
々
は
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
の
入
ご
み
の
中
で
別
れ
た
。
今
日
味

っ
た
山
歩
き
の
喜
び
と
親
交
と
を
再
び
味
わ
う
こ
と
を
期
待
し
つ

つ
：
…
．
。
（
編
集
部
・
訳
）
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秤 ●
日
本
生
花
商
協
会
兵
庫
大
会

宝

４
１
２
１
１

美
し
く
咲
き
乱
れ
る
花
た
ち
を
、
さ

ら
に
は
な
や
か
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル

に
仕
上
げ
る
花
屋
さ
ん
の
技
術
を
競
う

日
本
生
花
商
協
会
第
型
回
兵
庫
大
会
が

一
一
月
十
五
日
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
千
五

百
焔
が
全
国
か
ら
参
加
し
一
般
の
花
愛

好
家
も
集
っ
て
兵
庫
県
生
花
商
業
組
合

（
福
岡
隆
司
理
事
長
）
の
主
催
で
開
か

れ
た
。
中
ホ
ー
ル
で
総
会
が
、
大
ホ
ー

ル
で
〃
”
ヘ
ッ
ド
レ
ス
・
イ
ン
・
コ
ウ

ベ
〃
の
シ
ョ
ー
の
幕
が
上
り
、
紫
の
カ

ト
レ
ア
を
胸
に
し
た
小
山
乃
里
子
さ
ん

の
司
会
で
進
行
。
最
初
に
「
全
日
本
選

抜
花
弁
装
飾
技
術
選
手
権
」
の
コ
ン
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
、
北
海
道
、
関
東
、
東

北
、
中
部
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
選
手
た
ち
十
六
名
が
登
場

し
て
〃
自
由
課
題
〃
と
〃
規
定
課
題
″

に
取
り
組
ん
で
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

の
日
本
一
を
め
ざ
し
て
ア
タ
ッ
ク
。
審

査
員
に
は
地
元
の
中
西
勝
、
福
富
芳
美
、

吉
田
美
津
枝
、
新
谷
誘
紀
、
小
泉
康
夫

さ
ん
他
に
業
界
、
会
員
、
内
部
審
査
員

ら
二
十
二
名
が
、
プ
ロ
の
花
屋
さ
ん
の

技
を
二
十
五
分
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

で
制
作
・
審
査
さ
れ
、
日
本
一
の
内
閣

総
理
大
臣
賞
に
は
池
田
賢
勇
さ
ん
が
選

ば
れ
た
。
坂
井
兵
庫
県
知
事
も
か
け
つ

け
チ
ャ
リ
テ
ィ
タ
イ
ム
の
あ
と
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
は
、
へ
ツ
ド
レ
ス
シ
ョ
ウ
で
「
赤

と
白
の
バ
ラ
ー
ド
」
（
東
花
連
）
「
フ
ォ

ン
テ
ィ
ー
と
（
兵
花
協
）
「
夢
見
る
風

見
鶏
」
（
名
花
協
）
が
そ
れ
ぞ
れ
四
ｍ
近

い
豪
華
な
ヘ
ッ
ド
レ
ス
を
披
露
し
た
。

は
な
や
か
に

ヘ
ッ
ド
レ
ス
セ
コ
ウ
ベ

写真上／コンテストの審査風景・写ＪざF ／ヘッドレスとブライダルブーケのお壊さんとサンバの娘達がはなやかなフィナーレ･
右は兵愉諏の「フォンティーン」

鱗識 : 鍾鱗識織 話題のひろば

くＩ＞

湾
!i霧

甲ﾛ ﾛ 眉詞

Ⅱ、電需酔溌③鶴" 鍵：篭箪謡篭蕊勇．

;、 Ｉ驚灘蕊鰯霧蕊溌。 鍵I鶴
騨脅ﾛ畠･堵,噸

f 鯵
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騨蕊 識

●
生
田
神
社
会
館
で

苦
皿
尾
親
成
さ
ん
の

篭
神
戸
」
出
版
祝
う

…

話題のひろば

くⅡ＞

郷
土
史
家
の
荒
尾
親
成
さ
ん
が
、
こ

の
ほ
ど
写
真
集
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

「
神
戸
」
を
、
東
京
の
国
害
刊
行
会
か

ら
出
版
。
古
本
屋
の
片
隅
で
、
旧
家
の

蔵
の
中
で
求
め
続
け
て
釦
年
。
千
点
の

資
料
の
中
か
ら
写
真
珊
枚
を
選
ん
で
編

集
さ
れ
た
も
の
。
こ
の
「
収
集
裏
ぱ
な

し
」
を
聞
く
出
版
記
念
会
が
、
３
月
９

日
午
後
５
時
半
か
ら
、
生
田
神
社
会
館

で
開
か
れ
、
約
和
人
の
人
々
が
集
っ
た

最
初
に
荒
尾
さ
ん
が
、
日
本
の
写
真

事
始
め
を
面
白
お
か
し
ぐ
講
演
「
日
本

で
は
今
か
ら
剛
年
前
八
元
保
旭
年
Ｖ
に

長
崎
の
上
野
年
之
蒸
が
、
島
津
成
彬
を

撮
影
し
、
そ
れ
が
６
月
１
日
だ
っ
た
の

で
、
そ
の
日
を
写
真
の
日
と
し
た
こ
と

神
戸
で
は
三
村
年
男
が
始
め
て
写
真
館

を
明
治
４
年
に
開
き
、
伊
藤
博
文
ら
当

時
の
高
官
を
写
し
た
話
、
鹿
島
清
兵
衛

と
三
村
年
男
の
写
真
競
争
」
な
ど
が
次

々
に
語
ら
れ
た
。
前
文
部
大
臣
の
砂
田

重
民
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
、
元
神
戸
市
長

中
井
一
夫
さ
ん
が
虹
才
と
は
思
え
ぬ
若

々
し
い
姿
と
声
で
の
乾
杯
は
印
象
的
。

芸
能
好
き
の
荒
尾
さ
ん
の
会
に
ふ
さ

わ
し
く
、
大
村
昆
さ
ん
、
タ
カ
ラ
ズ
カ

の
演
出
家
植
田
紳
爾
さ
ん
、
詩
人
の
竹

中
郁
さ
ん
、
福
田
義
文
宮
司
ら
に
珍
し

い
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
村
社
講
平

さ
ん
ら
も
花
を
そ
え
た
ス
ピ
ー
チ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
神
戸
の
幼
い
時
の
想
い

出
と
歴
史
と
の
接
点
を
語
っ
て
、
神
戸

っ
子
郷
土
史
家
荒
尾
親
成
さ
ん
に
ふ
さ

わ
し
い
味
合
い
の
あ
る
集
い
だ
っ
た
。

５
‐
２
１
１

写真宕上／講演する荒尾さん・左下は大村昆さんのスピーチ／右上・スピーチする砂田重民さんと植田紳爾さん。

鱗 函
．
砺
翻
群
理
・
瞬
騨
・
ｈ
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／●

昨
年
の
９
月
詣
日
に
「
こ
う
べ
市
民
福
祉
振
興
協
会
」
が
設
立

さ
れ
て
半
年
に
な
る
。
が
、
こ
の
協
会
の
存
在
や
、
役
割
に
つ
い

て
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
の
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
、
と
思
う
。

な
ぜ
こ
の
協
会
が
神
戸
に
設
立
さ
れ
、
ど
ん
な
活
動
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
、
を
事
務
局
長
兼
民
生
局
厚
生
部
長
の
岡
崎
典

昭
さ
ん
に
き
い
て
み
た
。

ｌ
ま
ず
、
こ
の
協
会
設
立
の
経
過
に
つ
い
て
．

「
戦
後
、
日
本
の
福
祉
は
公
的
な
責
任
と
し
て
制
度
的
な
施
策
は

●
神
戸
を
福
祉
の
町
に
八
“
Ｖ

橋
本 こ
う
べ
市
民
福
祉
振
興
肋
塑
云

動
き
は
じ
め
た

、

耐
囚

惚会のシンボルマーク
本協会の設立の理念と
なっている“市民と事
業者と市』，の連帯･ 信
頼・愛・決意・実行
を、人と人とがお互い
の肩に手を瞳く姿でシ
ンポライズしたもので
す６

醗今発行の
多彩なパンフレット

箪
明
八
社
団
法
人
「
家
庭
養
護
促
進
協
会
」
事
務
局
長
Ｖ

こうべ市民福祉振興協会

126
１

か
な
り
と
と
の
っ
て
き
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
公
共
主
導
型
の

福
祉
施
策
が
充
実
し
て
き
ま
す
と
、
一
般
市
民
の
中
に
は
、
福
祉

と
い
う
の
は
誰
か
が
ど
こ
か
で
や
っ
て
く
れ
る
も
の
だ
と
い
う
、

他
人
ま
か
せ
の
よ
う
な
風
潮
が
で
て
き
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
と
娼

年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
従
来
の
物
の
豊
か
さ
の
追
求
に
も
反
省
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
辺
で
も
う
一

度
人
間
ら
し
い
生
活
を
考
え
な
お
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で

条
例
を
制
定
す
る
動
き
が
出
て
き
た
ん
で
す
。
具
体
的
に
は
こ
れ

が
「
神
戸
市
民
の
福
祉
を
守
る
条
例
」
と
し
て
実
現
し
、
躯
年
の

１
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
市
民
的
な
合
意
で
福
祉
の

理
念
を
確
立
し
、
神
戸
市
の
福
祉
を
高
め
る
、
い
わ
ば
憲
法
の
よ

う
な
も
の
で
す
」

ｌ
な
る
ほ
ど
。
福
祉
の
概
念
も
鷲
，
広
く
と
ら
え
て
い
る
わ

け
で
す
ね
。

「
そ
う
で
す
。
福
祉
六
法
の
福
祉
だ
け
で
な
く
、
健
康
、
所
得
、
教

育
、
労
働
、
住
宅
な
ど
、
人
間
が
生
活
し
て
い
く
基
礎
的
条
件
の

整
備
を
目
的
と
し
、
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

営
み
、
か
つ
、
高
め
て
い
く
こ
と
を
「
福
祉
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

神
戸
を
福
祉
都
市
と
し
て
い
く
た
め
に
は
「
行
政
」
、
「
市
民
」
、

「
事
業
者
」
が
お
互
い
に
役
割
を
分
担
し
、
協
力
し
あ
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
市
民
福
祉
の
充
実
の
た
め
に
は
、
行
政

が
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
自
覚
と
連
帯
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
事
業
者

も
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
そ
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
も
の
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
す
」
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畷
＃

昨年９月2 8 日に国際ホテルで開かれた協会の設吉季紀人総会／中央宮崎辰雄神戸部長

ｌ
「
こ
う
べ
市
民
福
祉
振
興
協
会
」
も
こ
の
条
例
を
具
体
的
に

お
し
す
す
め
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
ど
ん
な
活
動

を
内
容
と
し
て
い
ま
す
か
？

「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
副
年
度
か
ら
具
体
的
に

動
き
は
じ
め
る
予
定
で
す
。
ま
ず
何
よ
り
も
一
人
で
も
多
く
の
み

な
さ
ん
に
こ
の
協
会
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

協
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
事
業
内
容
と
し
て
叫
福
祉

意
識
の
啓
発
。
わ
た
し
た
ち
の
だ
れ
も
が
福
祉
都
市
づ
く
り
に
、

自
分
に
は
何
が
で
き
る
か
、
自
分
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え

実
行
し
て
い
く
こ
と
。
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
。
市
民
が

福
祉
活
動
に
す
す
ん
で
参
加
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
す
す
め

る
。
③
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
。
行
政
の
制
度
で
は
な
じ
ま
な
い

新
し
い
社
会
福
祉
事
業
の
開
発
や
促
進
。
凶
市
民
福
祉
事
業
の
開

発
及
び
促
進
。
す
べ
て
の
市
民
が
豊
か
に
高
い
文
化
を
味
わ
い
楽

し
む
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
事
業
を
先
駆
的
に
開
発
し
て
す
す
め

て
い
く
。
⑤
神
戸
市
民
福
祉
振
興
基
金
の
造
成
協
力
。
⑥
新
し
い

福
祉
を
創
造
す
る
総
合
福
祉
ゾ
ー
ン
建
設
事
業
へ
の
参
画
。
こ
ど

も
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で
す
べ
て
の
市
民
が
心
身
と
も
に
交
流
し

あ
え
る
総
合
福
祉
ゾ
ー
ン
（
仮
称
・
し
あ
わ
せ
の
村
）
の
建
設
。
、

そ
の
他
の
事
業
。
市
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
機
敏
に
対
応
し

て
市
民
の
福
祉
を
高
め
る
た
め
の
事
業
、
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

福
祉
の
概
念
が
大
変
広
い
だ
け
に
事
業
内
容
も
多
彩
で
や
や
活

動
全
体
の
内
容
を
つ
か
み
に
く
い
感
じ
も
う
け
る
。
半
年
前
に
発

足
し
て
以
来
、
二
月
末
ま
で
に
印
件
の
寄
金
が
あ
り
、
金
額
は
一

億
六
千
二
百
三
十
一
万
九
千
六
百
円
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
一
億
円
は
副
年
に
川
崎
重
工
が
八
○
周
年
を
記
念
し
て
神
戸
市

へ
寄
付
し
た
の
を
こ
の
基
金
に
ま
わ
し
た
も
の
。
神
戸
市
は
こ
の

基
金
の
た
め
に
毎
年
五
億
円
を
積
み
立
て
て
お
り
、
現
在
十
億
円

の
積
立
金
が
あ
る
。

昨
年
の
暮
れ
に
協
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
全
国
か
ら
一
三
六
五
点
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
ほ
ど
マ
ー
ク

も
決
ま
っ
た
。
協
会
の
活
動
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
二
万

部
ほ
ど
刷
り
、
今
年
の
成
人
式
で
配
布
し
た
他
、
各
自
治
会
、
婦

人
会
、
民
生
委
員
、
企
業
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
な
ど
に
も
郵
送
し
た
と
こ
ろ
。

．
人
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん
に
協
会
の
事
業
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
．
…
：
」
と
関
係
者
は
願
っ
て

い
る
。
他
都
市
に
は
例
の
な
い
福
祉
条
例
を
制
定
し
た
神
戸
市

に
、
今
度
新
し
く
生
ま
れ
た
こ
の
「
こ
う
べ
市
民
福
祉
振
興
協
会
」

が
神
戸
の
新
し
い
福
祉
都
市
づ
く
り
に
ど
ん
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
期
待
を
か
け
た
い
。
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